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は

じ

め

に

　
元

暁
（

六
一

七

ー
六
八
六
）

の

『

涅
槃
宗
要
』

は

大
乗

『

浬
槃
経
』

に

対

す
る

達
意

的
な
疏
で

、

主
と

し

て

涅
槃
と

仏
性
に

つ

い

て

解
釈
し

、

諸
師
の

説
を
挙
げ
な

が

ら
、

そ
れ
ら

の

会
通
を

試
み
て

い

る
。

元

暁

は

新
羅
仏
教
に

お

い

て

大
き
な

功
績
を

残
し
た

仏

教
者
で

、

こ

れ

ま
で

の

　
　
　

　
　

（

1
）

研
究
は

数
多
い

が
、

本
書
『

涅
槃
宗
要
』

に
つ

い

て

の

専
論
は

少
な
い

。

そ

れ

は

テ

キ
ス

ト
の

不
備

が

そ
の
一

因
と

も

考
え
ら

れ
る

。

と
い

う
の

も
、

『

大
正

蔵
』

三

八

所
収
の

テ

キ
ス

ト
は

底

本
と

し

て

「

天

治
元

年

写
日

光
輪
王

寺

蔵
本
」

（

＝
二

四

年
写）

を

用
い

て

い

る

が
、

こ

の

写

本
に

は

巻

末
近
く
に

欠
損
部
分
が
あ
り

、

し

か

も

現
存
す
る

写
本
は
こ

れ
一

本
の

み
、

す
な
わ

ち
、

孤
本
な
の

で
、

『

大
正
蔵
』

テ

キ
ス

ト

に

も

四

十

余
字
の

欠
字
が

存
在
す
る

。

ま
た

同

テ

キ
ス

ト

に
は

写
本

か

ら

の

誤
記
に

由
来

す
る

字
句
の

誤
り
が

あ
っ

た

り
す
る

か
ら

で

あ

る
。

そ

れ

で

こ

れ
ま
で

本
疏
の

詳
細
な
研
究
は

あ
ま
り
行
わ

れ
て

お

ら

ず
、

国

訳

も
未
だ

な
さ
れ

て

い

な
い

の

が

現
状
で

あ
る

。

印
度

學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

　

筆
者
は

近

年
来
こ

の

『

浬
槃
宗
要
』

に
つ

い

て

訳
注
研

究
を

進
め

て
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

2）

そ

の

成
果
の
一

部
分
を
発
表
し
た

。

本
稿
で

は
、

そ
の

結
果
を

踏
ま
え

て
、

『

涅
槃
宗
要
』

に

お

け
る

経
典
論

書
の

引
用
や

諸
師
の

学
説
の

引

用
な

ど
、

本
疏
に

見
ら

れ
る

引
用

に
つ

い

て
、

涅
槃
門

中
の

第
五

、

三

事
門

の

部

分
（
『

大
正

蔵
』

三

八
、

二

三

九
a
一

三

ー
二

四

五

b
二
一、一

）

ま

で

経
論
や

各
師
の

説
の

引
用
文
を
調
査
し

、

元
暁
の

引
用
の

特
徴
に

つ

い

て

検

討
し

た
い

。

ま
た

さ

ら

に
、

「

涅

槃
宗
要
』

に

は

浄
影

寺
慧

遠

の

著

作
か

ら
の

影
響
が

指
摘
さ

れ

て

い

る

が
、

そ

れ

が

ど

の

程
度
の

も

の

な

の

か

を
併
せ

て

検
討
し

た
い

。

一

　
『

浬
槃

宗
要
』

の

先

行
研

究

　

元
暁
は

生
涯
に

七

十
余
部
と

い

う
多
く
の

著
述

を

残
し

た

が
、

そ
の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3

）

う
ち

現
存
す
る

も
の

と

し

て

二

十
二

部
を

数

え

る

と
い

う
。

そ
の

現
存

著
作
に

つ

い

て

の

成
立

時
期
の

研
究
は

、

近

年
で

は

石
井
公
成
氏
や

福

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
4
）

士

慈

稔
氏
ら

に
よ
っ

て

な

さ

れ

て

き

た

が
、

最
近

、

そ
れ

ら
の

批

判

的

検
討
と

元

暁

の

新

訳
依

用
状

況
の

再

検
討
を

通
じ

て
、

伊
吹

敦
氏
が

二

五

九

811 一
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元
暁

『

涅
槃
宗
要
』

に

お

け
る

引
用
文
の

検
討
（

藤

　
井）

「

金

剛
三

昧
経
論
』

や

『

涅

槃
宗
要
』

な
ど

に
つ

い

て

新
し

い

知
見

を

　
　

　
　
　（
5
）

示
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ

に

よ

れ

ば
、

『

涅

槃
宗
要
』

に

は

新
訳
の

『

瑜

伽
論
』

と

『

大
般
若
経
』

の

引
用
が

あ
る

こ

と

と
、

ま

た

「

普
敬
」

と

い

う
三

階

教
の

用

語
が

使
用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

従
来
指
摘
さ

れ

て

い

た

が
、

氏
は

元

暁
は

そ
の

三

階
教
の

知
識
を

義
湘
か

ら

得
た

も
の

で

あ

ろ

う
と
推
定
し
て

、

『

金

剛
三

昧
経
論
』

や

『

涅

槃
宗
要
』

撰
述

は

「

義

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
6

）

湘
が

歸
國
し
た

雪
一

年
以

降

と

見
る
べ

き
で

あ

る
」

と
さ

れ

て

い

る
。

　
『

涅
槃
宗
要
』

の

内
容
に

つ

い

て

は
、

こ

れ

ま

で

教

判
論
や

仏
性
如

来

蔵
思
想
、

あ
る
い

は

和
諍
思

想
な

ど

の

点
か

ら

触
れ

ら

れ

て

き

た

が
、

浄
影
寺
慧
遠

、

ひ

い

て

は

地

論
宗
南

道
派
の

影
響
を
指

摘
し
た

の

は

戦
前
の

布
施
浩
岳、

近
年
の

木
村
宣
彰

、

木
村
清
孝

、

石

井
公
成
の

　
　

　
　
　

（
7

）

各
氏
ら

で

あ
ろ

う
。

し

か

し

そ

れ

ら
は
『

涅
槃
宗
要
』

の

組
織
立

て

や
、

教
理
に

関
す
る

慧
遠

説
の

取
り
込
み

な
ど

に
つ

い

て

大
ま
か

に

言
及

す

る

も
の

で

あ
っ

て
、

『

涅

槃
宗
要
』

の

本
文
に

沿
っ

て

具
体
的
に

慧
遠

説
の

取
り
込
み

の

状
況
を

示
し

た

も
の

で

は

な
か
っ

た
。

た

と
え
ば

、

布
施
浩
岳
の

「

涅
槃
宗
の

研
究

後
篇
』

で

は
、

『

涅
槃

宗
要
』

が

教
宗

を

明
か

す
の

に

涅
槃
門
と

仏
性
門
の

二

門

に

分
け
て

い

る
こ

と

に
つ

い

て
、

「

涅

槃
佛
性
の

二

門
に

分
類

す
る

は
、

隋
の

慧
遠
の

大

乘
義
章
に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
8
）

解
読
さ

る
・

が

文

獻
的
に

は

最
初
で

あ
つ

て
」

と

か
、

「

滅
」

の

四

義

に

つ

い

て

「

事
理

徳
擇
の

四

滅
を

設
け
て

読
明

し

て

ゐ

る

が
、

是
は

隋

の

慧
遠
の

云
へ

る

滅

の

四

義
即
ち

應
理
能
事
と

夫
々

相
應

す
る

如
く
で

あ
つ

て
、

徳
滅
は

能

滅
に

、

擇
滅
は

事
滅

に
、

事
滅
は

應
滅
に

相
應

す

二

六

〇

る
。

從
つ

て

此
門

の

論
は

大

體
に

於
て

慧
遠

諡
と

同
じ

と

言
つ

て

よ

（
9）

い
」

と

あ
り

、

ま
た

涅
槃
門
中
の

「

第
四

の

二

滅
門
は

凡
聖

に

通
ず
る

性
淨

涅
槃
郎
ち
同
相
涅
槃
と

凡
聖

に

逋
ぜ

ざ

る

方
便
壊
涅
槃
師
ち
不

同

相
涅
槃
等
を
説
く
も
の

で
、

是
等
は

慧
遠

の

涅
槃
義
に

も
見
え
る

説
で

　
（

10）

あ
る

。

」

な
ど

の

ご

と

く
で

あ
る

。

　
ま

た

木
村
宣
彰
氏
も
布
施
浩
岳
の

成
果
を

踏
ま
え
て

、

「

涅
槃
宗
要
』

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
11
）

全
体

に

亘

る

慧
遠
の

教
説

、

用

語
な
ど
に

つ

い

て

摘
記
し
て

い

る
。

　
以

上
の

先
行
研
究
の

結
果

を
踏
ま
え
な
が
ら

、

次
に

元

暁
の

引
用
す

る

経

典
論
書
や

各
師
の

説
に

つ

い

て

見
て

い

こ

う
。

二

　
『

涅

槃
宗
要
』

に

お

け
る

引
用

文

　

引
用

文

を
、

（

ア
）

経
典
、

（

イ
）

論

書
、

（

ウ
）

人
師
の

説
、

の

三

種
に

分
類

し

て

今
回

検
討
し
た

範
囲
内
（
涅

槃
門
中
の

第
五
、

三

事
門
ま

で
）

で

の

結
果
を

示
そ
う

。

　
（

ア
）

経
典

　

ま

ず
第
一

に

経
典
の

引
用

で

は
、

次
の

よ

う
な

経
典
が

引
か

れ
て

い

る
。

 
南
本
「

涅
槃
経
』

四

十
一

回
、

 
六

巻

『

泥
沮
経
』

二

回
、

 

宝

貴
合
曇
無
讖
訳
『

合
部
金

光
明
経
』

（
『

金

鼓

経
』

の

名
で

引

く）

五

回
、

 
求
那
跋
陀
羅
訳

「

勝
鬘
経
』

三

回
、

 
『

妙
法
蓮
華
経
』

三

回
、

 

菩
提
流

支
訳

『

入

楞
伽

経
』

（
＋

巻
楞
伽）

二

回
、

 
『

大
品

般
若

経
』

二

回
（
た

だ

し

全
編

を
通

じ

て
は

四

回）
、

 
玄
奘
訳
『

大
般
若
経
』

一

回
、

 
菩

提
留
支
訳

『

大
薩
遮

尼
乾
子

所
説
経
』

一

回
、

 
『

六

十

華
厳
』
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→

回
、

 
『

維
摩
経
』

一

回、

 
『

二

夜

経
』

一

回
、

 
菩
提
灯
訳
『

占

察
善
悪

業
報
経
』

（

『

占
密
経
』

の

名
で

引
く）

一

回
。

　

右
の

結

果
で

、

『

涅
槃
経
」

が

最
多
な

の

は

当
然
で

あ
る

が
、

『

金
光

明

経
』

が

多
い

の

は
、

経
の

所

説
の

三

身
論
を

援
用

す
る

た

め

で

あ

る
。

た

と
え
ば
一

例
を

出

す
と

、

　
如
金

鼓

經
言

。

依

此
二

身
一

切
諸

佛
詭
有
餘
涅

槃
。

依
法
身
者
説
無

餘
涅

　
槃

。

何
以
故

。

一

切

餘
究

竟
盡

故
。

　
　
（

12）

と

あ
る

。

右
の

文
は

『

合
部
金

光
明
経
』

の

引
用
文
で
、

有
余
・

無
余

の

二

種
の

涅
槃
に
つ

い

て
、

大
乗
に

お
け
る
二

種
の

涅
槃
を
三

身
説
に

よ
っ

て

述
べ

る

段
で

の

引
用
で

あ
る

。

『

金

光
明
経
』

の

引

用
は

、

経

典
の

字
句
に

忠
実
な

引
用
で

あ
る

。

し
か

し
、

『

涅
槃
経
』

な
ど
の

場

合
は

字
句
の

省
略
や

改
変
が

し

ば

し
ば

行
わ

れ

て

い

る
。

経
典
や

論
書

を

注
釈
者
自
身
が

知
悉
し
て

い

て

自

家
薬
籠
中
の

も
の

と

し

て

い

る

よ

う
な

場
合
は

、

引
用
の

際
に

自
在
に

省
略

、

改
変
す
る

の

は

よ

く
あ

る

こ

と
で

あ
る

。

　

引
用
回
数
の

少
な
い

も
の

で

は

『

涅

槃
宗
要
』

全
体
を

通

じ

て
一

回

の

み

と
い

う
の

が

あ
る

が
、

そ
の

よ

う
な
例
と

し

て

『

二

夜
経
』

と

菩

提
灯

訳
『

占

察
善
悪

業
報
経
』

と
が

あ
る

。

前
者
は

詳
細

未
検
だ
が

、

『

大
智
度
論
』

に

は

　
佛
二

夜
經
中
説

。

佛
初
得
道
夜
至
般
涅
槃
夜

。

是
二

夜
中

間

所
説
經
敏

。

　一

　
切
皆

實
不
顛
倒

。

若
實
無
人

者
。

佛
云
何
言
我
天

眼
見

衆
生

。

是

故
當
知
有

　
人

者
。

世
界

悉
檀
故

。

非
是
第
一

義
悉
檀

。

元
暁
『

涅
槃
宗
要
』

に

お
け
る

引
用

文
の

検
討
（

藤

　
井
）

　
　（
13）

と
あ
り

、

元
暁
の

『

大
慧
度
経
宗
要
』

に

も
『

大
智
度
論
』

と

ほ

ぼ

同

文
の

引
用
が

あ
る

。

『

涅
槃
宗
要
』

の

引
用

で

は

「

二

夜
經
云

。

從
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　（
14
）

得
道
夜
乃
至
涅
槃
夜

。

是
二

夜
中
間
不
詭
一

言
字
」

と

し

て
、

語
句
の

改
変
が
あ
る

。

ま
た

、

吉
蔵
も

『

中
観
論
疏
」

や

『

大
乗
玄

論
』

、

『

金

剛
般
若
経
疏
』

な
ど

で

こ

の

経
に

自
説
に

都
合
の

よ
い

よ

う
に

改

変
を

　
　
　
　
　
　
　
　（
15）

加
え

て

引
用
し
て

い

る
。

　

後
者
の

菩
提
灯
訳

『

占
察
善
悪

業
報
経
』

二

巻
は

「

占

密
經

云
。

煩

惱
生

死
畢
竟
無
體

。

求
不
可
得

。

本
來

不
生

。

實
更

不
滅

。

自
性

寂
靜

　
　
　
（
16
）

師
是

涅
槃
」

と

し
て

「

占
密
経
』

の

名
で

引
か

れ

て

い

る

が
、

こ

の

経

は
隋

代
の

偽
経
と
さ

れ
て

い

る
。

中
国
唐

代
に

慈

恩
大

師
基

、

湛

然、

澄
観
な

ど

に

引
用
例
が

あ
る

が
、

新
羅
朝

鮮
で

流
行
し
、

八

世

紀
の

真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（

17）

表
が

こ

の

経
に

よ
っ

て

「

占
察
法
会
」

を
大
成
し
た

と

い

う
。

　
ま

た
、

一

例

の

み

の

引
用
で

あ
る

が
、

玄

奘
の

新
訳

『

大

般
若
経
』

が
あ

る
。

後
述
の

「

瑜
伽
論
』

と

と

も
に

本
疏
に

お

け
る

新
訳
の

依
用

と

し

て

数
え

ら

れ

て

い

る

も
の

で

あ
る

。

こ

の

新
訳
経
論
依
用
に
つ

い

て
、

石
井
公

成
氏
は

『

大
般
若
経
』

を
、

伊
吹
敦
氏
は

『

瑜
伽
論
』

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

18
）

「

大

般

若
経
』

を

挙
げ
て

お

り
、

両

者
と

も

共

通
し

て

『

大

般
若

経
』

を
引
用
と

し

て

数
え

て

い

る
。

し
か

し
、

『

涅
槃

宗
要
』

が

『

大
般
若

経
』

に
つ

い

て

言
及

す
る

の

は

全
編
を

通

じ
て

こ

の

箇

所
の

た

だ
一

例
、

し

か

も
「

大
般
若

經
三

種
般
若
爲

宗
」

（
『

大
正

蔵
』

三

八
、

二

四

〇

a
）

と
い

う
三

種
般

若
を

出

す
短
文
の

み

で
、

こ

れ

は

引

用

文
と

は

い

い

が

た
い

。

し

か

し
、

羅
什
訳
の

『

大
品
般
若
経
』

の

方
は

全

編
を
通

二

六
一
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元
暁
『

涅
槃
宗
要
』

に
お

け
る

引
用

文
の

検
討
（

藤
　
井）

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

（

19）

じ

て

四

例
の

引
用
が

あ
る

の

で
、

経
文
の

引
用
は

『

大
品
般

若
経
』

を

依
用
す
る

こ

と

が

普
通
だ
っ

た

と
い

え
る

。

　
（

イ
）

論
書

　

次
に

論
書
の

引
用

は

以

下
の

通

り

で

あ
る

。

 
『

摂
大

乗
論
』

（

世

親
造
・

真
諦

訳

「

摂
大
乗
論

釈
』

を

引
用
）

六

回
、

 
『

婆
沙

論
』

（

浮
陀

跋
摩
．

道

泰
．

五

百
羅
漢
訳

『

阿
毘

曇
毘

婆

沙

論
』

を
引
用）

五

回
、

 
玄

奘
訳

『

瑜
伽
論
』

二

回
、

．
 
真
諦
訳
『

起
信
論
』

三

回
、

 
勒
那
摩
提

訳
『

法
華
論
』

二

回
、

 
『

大
智
度
論
』

一

回
、

 
『

成
実
論
』

一

回
、

 
真
諦
訳

「

仏

性
論
』

一

回
、

 
菩
提
流

支
訳

「

十

地

経
論
』

一

回
、

 
僧
伽
跋

摩
訳

『

雑
阿
毘

曇
心

論
』

（
『

雑
心

論
』

と

し
て

引

く）

一

回
。

　

右
の

結
果

で
、

『

摂

大
乗

論
』

の

引

用

が

最
多．
で

あ
る

が
、

こ

れ

は

本
論
そ
の

も
の

で

な
く

、

世

親
釈
の

真
諦
訳
を
引
い

て

い

る
。

目

立
つ

の

は
、

唯
一

の

新
訳
と

し

て

『

瑜

伽
論
』

の

引
用
が

見
え

る
こ

と

で

あ

る
ρ

こ

の

こ

と

は

上

で

す
で

に

触
れ

た
。

本
稿
の

検
討
範
囲
内
で

は
、

そ

れ

以

外
の

特
徴
は

、

真
諦
訳

の

依
用
が

注
意
さ
れ

る
。

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、

「

倶
舎
論
』

引
用
の

場
合
で

も
玄

奘
訳
で

は

な

く
真
諦

訳
を

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

〔
20）

用
い

て

い

る

と
い

う
指
摘
と

合
致
す
る

。

　

ま

た
、

『

法
華
論
』

は

二

種
の

漢
訳
の

う
ち

、

勒
那

摩
提
訳
を
依

用

し

て

い

る

が
、

こ

れ

は

同

じ

元
暁

の

『

法
華
宗
要
』

の

場
合
と

軌
を
一

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
21）

に

し

て

い

る
こ

と

は

既

に

触
れ

た
。

　
（

ウ
）

人
師
の

説

　

最
後
に

人

師
の

説
の

引

用
に

つ

い

て

見
よ

う
。

こ

れ

は

「

或

有
詭

二

六
二

者
」

や

「

有
師
詭
言
」

な

ど

と

し

て
、

一

切
そ
の

人
の

名
を

出
さ

ず
に

引
い

て

お

り
、

検
討
部
分
の

範
囲
で

二

十
二

例

を

数
え

る
。

そ
の

元
暁

の

引
用
の

意
図
は

、

あ

る

説
に

関
し

て

異
説
を
並

列
し

た

り
、

正

反
対

の

説
を
出
し
て

、

最
終
的
に

は

元
暁
が

和
諍
の

立

場
か

ら

そ
れ

ら

の

説

の

意
義
を
容
認
す
る

た

め

で

あ

る
。

ま
た

、

そ

れ

ら
の

引
用
説
は

元
暁

が

字
句
の

表
現
を

変
え
て

い

る

た

め
、

あ

る

人

師
の

説
が

誰
の

説
な
の

か

文
章
上

か
ら

は

同
定

す
る
の

が

な

か

な

か

困

難
で

、

そ
の

説
の

内
容

か

ら

判
断
す
る

ほ

か

は

な
い

。

こ

れ

ま
で

に

仏

性
門

中
の

仏
性
の

体
に

つ

い

て

の

六

師
の

説
な

ど

は

す
で

に

布
施
浩
岳
な
ど

に

よ
っ

て

明
ら

か

に

さ

れ
て

い

る

が
、

慧
遠
や

智
顕

、

吉
蔵

、

玄
奘
と
い

っ

た

著
名
な
仏

教
者
以

外
の

人

師
の

説
に

つ

い

て

は
、

今
回
の

検
討
部
分
に

お
い

て

も

　

　
　

　

　

（
羽）

成
果

は

な

か
っ

た
。

　

人

師
の

説
が

引
か
れ

る

の

は
、

 
『

涅
槃
経
』

説
法
に

至
る

因
縁
の

有
無

、

 
経
の

「

宗
」

に
つ

い

て
の

六

師
の

説
の

列
挙

、

 
涅
槃
の

語

の

有
翻

無

翻
の

議
論

、

 
「

大
」

の

語
の

意
義
解
釈、

 
涅
槃
の

「

体
」

に
つ

い

て

の

議
論

、

 
法
身
の

有
色

説
と

無
色
説
な
ど

の

テ
ー

マ

に

関

し

て

で

あ

る
。

こ

の

う
ち

、

 
の
一

説
で

あ
る

「

古
人

釋
云

。

莫
先

爲

義
」

（

『

大
正

蔵
』

三

八、

二

四
一

a
一

三

−
一

四
）

で

は
、

「

古
人
」

が

道

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

23）

生
を

指
す
こ

と

は

す
で

に

布
施

浩
岳
に

よ
っ

て

指
摘
が

あ

る
。

　

ま

た
、

 
の
一

説
「

或

有
説
者

。

法
身
無
色
」

（
同
上

、

二

四
五

a

三

ー
四
）

の

説
は

、

慧
遠

の

『

大

乗
義

章
』

中
に

、

「

有
人

釋

言
。

法
身

無
色
」

（
『

大
正

蔵
』

四

四
、

一

九

五
c
一

こ

と

あ
っ

て
、

こ

れ

を

元
暁
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が
援
用
し

た

可
能
性
が

あ
る

。

一

方
、

そ
の

反
対
の

法
身
有
色

説
の
一

説
に

「

或
有
説
者

。

法
身
實
徳
有
無
障
碍
色
」

（
『

大
正
蔵
』

三

八
、

二

四
五

a

二

三

　
二

四
）

と

あ

る

の

は
、

智
顕
の

『

維
摩

経
文
疏
』

の

仏
国

品

の

釈
中
に

「

爲
當
是

無
障
礙
色
有
障
礙
見

。

有
障
礙
色

有
障
礙

見
有
異

也
」

（

『

新
纂
大
日

本
続

蔵
経
』

一

八
、

四

六
七
c

二

〇

1一
＝
）

な
ど

と

し

て

無

障
礙
の

色
が

有

障
礙
の

色
と

の

対
比

で

す
で

に

説
か
れ
て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

こ

の

説
は

智
顕
の

説
の

可
能
性
が

あ
る

。

三

　
慧
遠

説
の

取
り
込
み

に
つ

い

て

　

経
典
や

論
書
の

出

典
を

調
査
す
る

と
、

い

く
つ

か
の

経
典
論
書
は

も

と

の

典
拠
か

ら
の

引

用
と
い

う
よ

り
、

慧
遠
の

著
作
中
に

あ

る

引
用

か

ら
の

再
引
用

、

す
な

わ

ち
孫
引
き
で

あ
る

と
い

う
こ

と

が

あ

る
。

た

と

え
ば

、

「

大
」

に

六

義
あ

り
と

し
て

「

涅
槃
経
』

を

引
く

段
で

、

次
の

よ

う
に

あ
る

。

如
經
言

。

 
大
者
其
性
廣
博
　
如
虚
空
無
不

至
。

涅

　
如

是
　
名
爲
大

。

二

者
長
之
莫
先
故
名
爲
大。

如
經
言

。

 
所
言
大
者
名
之

爲
長

。

譬
如
有
人

壽

命
無
量
名
大
歳
夫

。

三

者
深
之

莫
先
故
名
爲
大

。

如
經
言

。

 
大
者
名
爲
不

可
思
議

。

一

切

世

間
聲
聞
縁
覺
不
能
測
量

涅
槃
之

義
故
名
爲
大

。

四

者
高
之

莫
先
故
爲
大

。

如
經
言。

 
譬
如
大
山
一

切

世
人

不
能
得
上

故
名
爲
大

。

涅

ー
。

五

者

多
之

莫
先
故
名
爲

大。

如
經
言

。

 
譬
如
大

藏
多
諸
彡

寳
。

涅
槃
如

是
多
有

種
種
妙
法
彡

寳

名
大

。

六

者
勝

之

莫
先
故
名
爲
大

。

如
經

言
。

 
如
世
間

中
勝
上

主
人
名
爲

刺
刈

。

（

『

大
正

蔵
』

三
八
、

二

四
一

a
一

六
−

二

八
）

元

暁
『

涅
槃
宗
要
』

に
お

け
る

引
用
文
の

検
討
（

藤
　
井）

　

右
の

引
用

文
中
の

傍
線
部

 
か

ら

 
ま

で

は

「

如
経
言
」

と

し
て

経

の

引
用

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て

い

る

が
、

実
は

経
に
は

引
用
文
通
り
の

経

文
は

な
い

。

む
し
ろ

合
致
す
る

の

は

以

下

に

引
く
慧
遠
の

『

大
乗
義

章
』

が

述
べ

る

六

義
中
の

 
か

ら

 
の

引
用

文
に

近
い

。

す
な
わ

ち
、

　

爲
摩
訶
般
涅

槃
那

。

摩
訶
名
大

。

大
義
有
六

。

一

者
常
義

。

故
涅
槃
云

。

 

　一
月

言

大
者
名

之
爲
常

。

譬
如

有
人

壽
命
無
量

名
大

丈
夫

。

二

者
廣
義

。

故
涅

　

槃
云

。

所
言

 
大
者
其
性
廣
博

。

獪
如
虚
空
無
所
不

至
。

涅

　
如
是

。

　

名

　

爲
廣

。

三

者

多
義。

能
別
非
一

。

故
涅
槃
云

。

 
譬
如
大
藏

多
諸
夢

異
。

涅

　

ー
　
四

者
深

義
。

淵
奧
難
測

。

故

　

涅
槃
云

。

 
大
者
名
爲
不

可
思

議
。

一

切
世

間

聲
聞

縁
覺
不
能
測
量

涅

　
之

　

ー
。

五

者
高
義

。

位
分
高
出
餘
人

不
至

。

故
涅
槃
云

。

 
譬
如

　

大
山
一

切

世
人

不
能
得
上

。

　

名
爲
大

。

涅
槃
如

是
。

凡
夫
二

乘
及
諸
菩
薩

　

不
能
窮
到

。

故

名
爲
大

。

六

者
勝
義

。

 
如

世
間
中
勝
上

之

人
名
爲
大

人
。

　

ー
。

大
義
如

是
。

（

『

大
正

蔵
］

四

四
、

　
八

＝
二

C
一

八

−
八
一

四
a

三
）

と

あ

る
。

元
暁
と

慧
遠
の

引

用

を
対
比
し

て

み

る

と
、

た

と

え
ば

、

元

暁

の

引
用
 
で

は

「

大
者
其
性
廣
博
獪
如
虚
空
無
不

至
。

涅
槃
如
是
故

名
爲
大
」

と

あ
り

、

慧
遠
の

引

用
 
で

は

「

大
者
其
性

廣
博

。

獪
如
虚

空

無
所

不
至

。

涅

槃
如
是

。

故

名
爲
廣
」

と

あ
る

。

『

涅
槃
経
』

で

は

元

暁
、

慧
遠
両
者
に

共
通

す
る

「

獪
如
虚
空
無
不

至
」

と
い

う
文
言
は

な

く
、

「

所
言
大

者
。

其
性

廣
博

。

獪
如

有
人

壽

命
無
量

名

大
丈

夫
」

（

『

大
正

蔵』

一

二
、

六
ご

二

C

一

四

−
一

五
）

と

な
っ

て

お

り
、

「

譬
如
」

以

下

は

元
暁、

慧
遠
両
者
が

引

く
次
の

 
の

「

譬
如
」

以

下
の

喩
え

と

同
じ

も

の

で

あ
る

。

 
ま

で

の

引
用
文
に

つ

い

て

も
同

様
な
状
況
で

あ

二

六
三
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元

暁
『

涅
槃
宗
要
』

に
お

け
る

引
用

文
の

検
討
（

藤
　
井∀

る
。

こ

の

よ

う
な

こ

と

は

元
暁
が

も

し

忠

実
に

経
文
を

見
て

引
い

て
い

た
な
ら
起
こ

り
え

な
い

こ

と

で
、

元
暁

が

慧
遠
の

『

大

乗
義
章
』

を
再

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（
24）

引
用
し

て
い

る
一

証
左
で

あ
る

。

　

同
様
の

事
例
が
『

地

持
経
』

の

引
用
と

し
て

引
い

た
「

如
地

持
經
読

。

三

乘
聖
人

定

有
涅
槃
名
爲
正

定
。

外
凡
定

。

無
名
爲
邪
定

。

内
凡
不

定

名

不
定
聚

。

」

（

「

大

正

蔵
』

三

八
、

二

四

三

a
一

ニ

ー
一

四
）

の

引

用

文
で

あ
る

。

こ

の

引
用
文
は

典
拠
不
明
で

あ

る

が
、

し

か

し
、

慧
遠
の

『

大

乗

義
章
』

中
に

「

如

地
經
説

。

三

乘
之

中
定
有
涅
槃

。

名
爲
正

定
。

外

凡

定
無

。

名
爲

邪
定

。

三

乘
内

凡
形

前
名
有

。

望

後
稱

無
。

名

爲
不

定
。

」

（

『

大
正
蔵
』

四

四、

八

二

七
a

六

ー
八
）

と
、

内

容
が

よ

く
似

た

経

の

引

用
が

あ
る

。

『

大
乗
義
章
』

の

こ

の

引
用
の

前
後
の

文
章
も

、

『

涅

槃
宗
要
』

と
大

同
小

異
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら

元

暁
は
『

大
乗
義
章
』

か
ら

字
句
を
改
変

し

て

再
引
用
し

た

も
の

と

思

わ

れ
る

。

　

ま
た

さ

ら
に
、

元

暁

が

「

如

經
言
」

と

し

て

経
文
の

引
用
と

し

て

出

し
て

い

る

が
、

実

は

慧
遠
の

『

大
乗
義
章
』

の

地
の

文
に

ほ

か

な

ら
な

い

の

が
、

「

如
經

言
。

若
無

法
身
苦
報

不
盡

。

何
成

涅
槃

。

若
無

般
若

闇
感

不
除

。

豈

得
涅
槃
」

（
『

大
正

蔵
』

三

八
、

二

四

四
c
一

＝

1
二

三
）

の

一

文
で

あ
る

。

こ

の

引

用
文
は

経
文
に

は

存
在
せ

ず
、

「

大

乗
義

章
』

に

「

具
攝
三

事
以

成

涅
槃

。

是

義
云

何
。

瀏
菊

。

若
無
解
脱
業

結
不
除

。

何
成
涅
槃

瀏
蜩

。

」

（

『

大

正
蔵
』

四

四、

八

二

二

b
二

ー
四
）

と

あ
る

部
分

を

省
略
引

用
し
た

も
の

で

あ

る
こ

と
が

知
ら

れ
る

。

こ

の

元

暁
の

引
用
文
に

続
く

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二

六

四

部
分

に

も

『

大
乗
義
章
』

か

ら

の

取
意
引
用

と

思

わ

れ

る

箇
所
が

見
出

さ

れ

る
。

　
『

涅

槃
宗
要
』

に

お

け

る

慧
遠
の

影
響
の

大

き
さ

は

こ

れ

ま

で

指
摘

さ

れ

て

き
た

と
こ

ろ

で

あ
る

が
、

以

上

の

よ

う
な

検
討
結
果
か

ら

す
る

と
、

慧
遠
の

教
説
や

用
語
の

採
択
な
ど

に

止

ま

ら

ず
、

経
典
論
書
の

引

用
も

慧
遠
か

ら

の

再
引
用
が

見
ら
れ

る

な
ど

、

『

涅
槃

宗
要
』

作
成
に

直
截
的

影
響
が
見
ら

れ

る

こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た

と
い

え
る

。

　

　

小
結

　

以

上
、

『

涅
槃

宗
要
』

に

お

け
る

引
用
文
の

検
討
を

、

涅

槃
門
中
の

第
五

、

三

事
門

ま

で

の

範

囲
で

行
っ

て

き
た
が

、

そ

の

結
果
を

記

す

と
、

経
典
で

は

多
く
の

経
が

引
か

れ

て

い

る

が
、

『

涅

槃
経
』

を
最

多

と

し

て
、

『

合
部
金

光
明
経
』

の

引
用
も
多
い

。

逆

に
一

度
の

み

の

引

用
で

目

を
引
く
の

は

『

占
察
経
』

で

あ
る

。

新

羅
で

の

流
行
と
い

う
背

景
が

あ
っ

た
の

か
。

　

論
書
で

は

真
諦
訳

『

摂
大
乗

論
釈
』

の

引

用

が

多
い

が
、

旧

訳
『

婆

沙
論
』

な
ど
の

ア

ビ

ダ
ル

マ

論

書
の

引
用

も

あ

る
。

ま
た

新
訳
『

瑜

伽

論
』

の

引
用
が

見
ら

れ
た

。

　

人
師
の

説
の

引
用
は

、

道
生

、

慧
遠

、

智
顎
、

吉
蔵

、

玄

奘
な

ど
の

著
名
な

仏
教
者
の

説
は

同
定
し

や

す
い

が
、

元

暁
と

ほ

ぼ

同
時
代
の

仏

教
者
の

説
を
同
定
す
る
の

は

困
難
で

あ
る

。

今
後
の

課
題
と

し
た
い

。

　
『

涅

槃
宗

要
』

に

お

け
る

慧
遠
の

影
響
は

、

引

用

文
検

討
の

結
果

、
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こ

れ

ま
で

指
摘
さ
れ

て

い

た

よ

り
も
さ

ら
に

大
き
い

こ

と

が

分
か
っ

た
。

慧
遠
の

著
作
か

ら
の

再
引
用
や

、

慧
遠
の

地

の

文
が

経
の

引
用

と
し

て

示
さ

れ

て

い

る

ケ

ー

ス

も
あ
っ

た
。

今
後
、

『

涅

槃
宗
要
』

の

文
を
精

査
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

元
暁
の

『

涅

槃
宗
要
』

作
成
状
況
が

明
か

に

な
る

可
能
性
が

あ
る

。

1
　
た

と

え
ば

金
勲
氏
は

、

そ

の

著
『

元

暁
佛
学
思
想

研

究
』

（

大
阪
経
済

　

法
科
大
学
ア

ジ

ア

研
究
所

、

二

〇

〇
二

年）

の

中
で
、

同

書
刊

行
時
ま
で

　
の

研
究
書
と

し

て

二

十
五

点
、

論
文

で

五

百

九

十
六

点
を
網

羅
し

て

い

　
る

（
二

＝
ニ

ー
二

五
一

頁
）

。

2
　
藤
井
教
公
編
著
「

『

涅
槃
宗
要
』

訳

注
（
一
）

」

（
『

イ
ン

ド

哲
学
仏
教
学

　

論
集
』

第
一

号、

二

〇
一

二

年
三

月、

一

ー
四
七

頁）
。

3
　
福
士

慈
稔
氏
は

種
種
の

蔵
書
目
録
か

ら

元

暁
の

著
作
と

思
わ

れ

る

も
の

　
を

拾
い

上

げ
て

表
を

作
成
さ

れ

て

い

る
。

そ

の

表
に

よ

る

と

七

十
四

部

　
を

数

え
る

が

（

福
士
慈
稔
『

新
羅
元
曉
研
究
』

大
東
出
版
社、

二

〇

〇
四

　

年
、

一

六
二

ー

＝
ハ

七

頁
）

、

そ
の

中

に
は

梯
信
暁

氏
が

す
で

に

同
一

書

　
と

し
て

い

る

「

無
量

壽
經
料
簡
」

と

『

無

量

壽
經
宗
要
』

を

別

署
作
と

し

　
て

い

る

な
ど

、

そ
の

著
作
数
は

確
定
的
な

も
の

で

は

な
い

（

梯
信
暁
「

元

　

暁
の

浄
土

教
思
想
に

つ

い

て

　
　
『

両

巻
無
量
寿
経
宗
要
』

を

中
心
と

し

　
て

　
　
」

三

崎
良
周
編
『

日

本
・

中
国

仏
教
思
想
と

そ
の

展
開
』

山
喜
房

　

佛
書
林、

一

九
九
二

年
、

一

八

六

頁）
。

4
　
石

井
公
成
「

新
羅
仏

教
に

お

け
る

『

大
乗
起
信
論
』

の

意
義

　
　
元
暁

　
の

解
釈
を
中
心
と

し
て
」

（

平

川
彰
編
『

如
来
蔵
と

大
乗
起
信
論
』

春
秋
社

、

　
一

九

九

六

年
、

五

四
五

−
五

七
九
頁
）

、

福
士
慈
稔
同
上

書
、

一

七
ニ

ー

　
一

八

〇

頁
。

5
　
伊
吹
敦
「

元
曉
の

著

作
の

成
立

時
期
に

つ

い

て
」

（
「

東
洋
学
論
叢
』

第

元

暁
『

涅
槃
宗
要
』

に
お

け
る

引
用
文
の

検
討
（

藤

　
井）

　

三
一

号
、

二

〇
〇

六

年
三

月
、

（

五
一
）

−
（
五

九
）

頁）
。

6
　
伊
吹
敦
同
上

論

文、

（
六
一
）

頁
。

7
　
布

施

浩

岳

『

涅

槃

宗
の

研

究

後

篇
』

（

国

書

刊

行

会
、

復

刻

版、

　
一

九
七
三

年
（

初
版
一

九

四
二

年
）

、

六
一

九

ー
⊥

ハ

三

〇

頁）
、

木
村
宣
彰

　
「

元
暁
の

涅
槃
宗
要
　
　
特
に

浄

影
寺
慧
遠

と
の

関
連

　
　
」

（

『

佛
教
学

　

セ

ミ

ナ

ー
』

第
二

六

号、

一

九
七

七

年
十

月
、

四

七

ー
六

〇

頁）
、

木
村

　

清
孝
「

元
暁
の

闡
提
仏
性
論
」

（

古
田

紹
欽
博
士
古
稀
記
念
会
編
『

仏
教

　

の

歴

史
的
展
開
に

見
る

諸
形
態
』

創
文

社
、

一

九

八
一

年
、

三

二

三

−

　

三

三

六

頁）
、

石
井
公

成
「

元

暁
の

和
諍
思
想
の

源
流
　

　
『

楞
伽
経
』

　

と
の

関
連
を
中

心
と

し
て

　
　
」

（
『

印
度
学
仏
教

学
研
究
』

第
五
一

巻
第

　
一

号、

二

〇

〇
二

年
一

二

月
、

一

九

−
二

三

頁
）

。

8
　
布
施
浩
岳
同
上

書、

六

二

二

頁
。

9
　
同
上

、

六

二

三

頁
。

10
　
同
上

、

同

頁
。

11
　
木
村
宣
彰
上

掲
論
文

、

五
一

−
五
三

頁
。

12
　
『

大

正

蔵
』

三

八
、

二

四
四
a

二

五

−
二
⊥
ハ

。

13
　
『

大

正

蔵
』

二

五
、

五

九
c
。

14
　
「

大

正

蔵
』

三

八
、

二

三

九
c

。

15
　
『

中
観

論
疏
』

で

は

「

如
二

夜
經

中
常
宣
中
道
」

（

『

大
正

蔵
』

四
二
、

　
一

六

五
a

）

と

あ

り
、

『

大

乗
玄
論
』

で

は

「

故
二

夜
經
明

。

從

得
道

夜

　

至

泥
滬
夜

。

常
説
中
道
」

（
『

大
正

蔵
』

四
五

、

七
五

b
）

、

『

金
剛
般
若

経

　

疏
』

で

は

「

如
二

夜
經
云

。

佛
從
得
道

夜
訖
至
泥

沍

夜
常
読
波
若
」

（
『

大

　

正

蔵
』

三

三
、

八

七
a
）

と

あ
る

。

16
　
『

大

正

蔵
』

三

八
、

二

四
一

c

二

三

−
二

五
。

17
　
山
中
行

雄

コ
咼

麗
の

僞
経
『

現
行
西
方
經
』

に

つ

い

て
」

（

『

佛
教
大

学

　

総
合
研
究
所
紀
要
』

第
一

六

号
、

二

〇
〇

九

年
三

月、

二

九

五

−
二

九

六

　

頁
）

。

二

六

五
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元
暁

『

涅
槃
宗
要
』

に

お
け
る

引
用
文
の

検
討

（

藤
　
井）

18
　
石

井
公
成

「

新
羅
仏

教
に
お

け
る

『

大
乗
起
信
論
』

の

意

義
」

、

五
五
三

　
頁

、

伊

吹
敦
上

掲
論
文
、

　一

四
四

頁
。

19
　
『

大
正

蔵
』

三

八、

二

四
一

c
、

二

四

二

b
、

二

五
五

b
三

行
目

、

一
一

　
行
目

。

20
　
福
十

慈
稔
L
掲
書

、

一

七

三

頁、

及

び
、

伊
吹
敦
前
掲
論
文

、

（

五
⊥

ハ

）

　
頁

。

21
　

藤
井
教
公

上

掲
論
文、

二

頁。

22
　
布
施
浩
岳
上

掲
書、

六
二

五

頁。

ま
た
、

日

本
印
度
学
仏

教
学
会
第

　
六

十
五

回

学
術
大

会
で

の

本

稿
発

表

時
、

身
延

山
大

学

特
任

講
師
・

金
炳

　
坤
氏
よ

り、
『

法
華
宗
要
』

に

引
か
れ
る

「

有
師
」

説
が

神
泰
（
1

六
四

五

　

−
六

五
七

1
）

の

も
の

で

あ
る
こ

と

が

同

定
で

き
る

の

で
、

『

涅
槃
宗
要
』

　
に

お
い

て

も

彼
が

「

有

師
」

の
．

人
で

あ
る

可

能
性
が

あ
る
こ

と

を
教
示

　
さ

れ

た
。

記
し
て

謝
意

を

表
し
た
い

。

23
　
布
施
浩
岳
上

掲
書

、

六一
一

〇

頁
。

24
　
同
じ

慧
遠
の

『

大
般

涅
槃
経

義
記
』

に

も
「

大
」

の

六

義
を

出
し
て

「

大

　
義
有
六

。

　一

常

故
名
大

。

故
下

文
言

。

大
名

爲
常

。

二

勝
故

名
大

。

如

　
世
勝
人

。

名
爲
大
人
。

故
下

文
言

。

是
人
若
能

安
住
正

法
。

名
人
中
勝

。

　
勝
故

名
大

。

涅

槃
如

是
。

三

廣
故
名

大
。

故
下

文
言

。

大
名

廣
博

。

饐

　
窮
法

界
。

名
性

廣
博、

四

多
故

名
大

。

故
下

文
言

。

譬
如
大

藏
。

涅
槃

　
如
是

。

多
有
種
種
妙

法
珍
寶

。

故
名

爲
大

。

」

（
『

大
正

蔵
』

三

七
、

六
一

三

　
b
一
．

三

ー
二

八
）

と

い

う
。

ち

な
み

に

吉
蔵
も

『

涅
槃
経

遊
意
』

で

同
様

　
の

解
釈
と

経
の

引
用
を

出

し
て

い

る

（
『

大
正

蔵
』

三

八
、

二
一一．一、一
a

八

　

ー
二

〇
）

。

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
V

　
元
暁
、

「
涅
槃
宗
要』
、

浄
影
寺
慧
遠

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
国
際
仏

教
学

大
学

院
大

学
教
授）

二

六

六
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